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第26回日本美容皮膚科学会総会・学術大会の開催にあたって

第26回日本美容皮膚科学会総会・学術大会を来る平成20年８月30日（土），31日（日）の両日

に大阪・中之島のリーガロイヤルホテルにおいて開催いたします。会員の皆様にはご多忙な時期

とは存じますが，ふるってご参加下さいますようお待ち申し上げております。

さて，美容に対する社会の関心の高まりと共に多くの皮膚科医の関心も美容皮膚科に集まって

おり，日本美容皮膚科学会の会員数も現在正会員数1,405名，準会員56名，賛助会員46名と急速

に成長しております。美容に関する治療法もその進歩は目を見張るものがあり，多種多様な器機，

手技，製剤が開発され続けています。このような状況下でともすれば効果にばかり目を奪われ検

証が充分とは言えないものも登場しているかと思います。今年日本皮膚科学会ケミカルピーリン

グガイドラインが大幅に改訂されましたが，よりレベルの高いevidenceが要求される内容となっ

ています。また日本皮膚科学会認定美容皮膚科・レーザー指導専門医制度も疾患の病態を把握し，

治療法の原理を理解した上で適切な治療法を実施することの重要性を掲げています。今後本学会

がこの制度を支えていく重要な役割を担っておりますので，美容皮膚科・レーザー指導専門医研

修会をより参加のしやすい第２日目午後の学会終了後に設定いたしました。

皮膚の細胞生物学も目を見張る進歩を遂げていますので，もう一度整理して理解するためのミ

ニレクチャーを企画いたしました。また，私の専門分野であるステロイドホルモンに関連して，

“内分泌学的抗加齢医学”の特別講演を東京大学大学院医学系研究科コカ・コーラ抗加齢医学教授

井上聡先生と九州大学大学院医学研究院病態制御内科准教授柳瀬敏彦先生のお二人にお願いして

おります。従来の美容皮膚科学会では聞かれなかった少しユニークな企画かもしれませんがお楽

しみいただければ幸いです。

美容皮膚科は現在社会問題となっている“混合診療”に非常に近いところに存在しています。

現在の制度と今後の状況についてシンポジウムを企画してみましたので皆さん是非参考にしてい

ただければ幸いです。一般演題として51題のご応募を頂きましたが，すべてポスター発表で，前

回盛り込まれた“企業との関係についての開示”についても継続させていただきました。

サテライトセミナー，ハンズオンセミナーではレーザー，IPL，注入療法など多数企画しており

ますので是非最新の治療法を知る機会としてください。

第１日目夕方にはミニコンサートも企画しておりますので，学問で疲れた脳をリフレッシュし

ていただきたいと思います。

この学術大会が会員の先生方に少しでもお役に立つことを願っております。

第26回日本美容皮膚科学会総会・学術大会

会頭　板見　　智

（大阪大学大学院皮膚・毛髪再生医学）
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大　会　概　要

会　頭　 板見　　智

［大阪大学大学院医学系研究科皮膚・毛髪再生医学（アデランス）寄附講座教授］

会　期　 平成20年８月30日（土）～31日（日）

会　場　 リーガロイヤルホテル（大阪）

〒530-0005 大阪市北区中之島5-3-68

TEL（06）-6448-1121 FAX（06）-6448-4414

理事会　 平成20年８月29日（金）16：00～17：30

場所：　蔦の間

評議員会　平成20年８月29日（金）17：30～18：30

場所：　桂の間

総　会 平成20年８月31日（日）12：00～12：30

場所：　光琳２・光琳３

【第１会場】光琳２・光琳３

【第２会場】ロイヤルホール

【第３会場】桂の間

【企業展示・ポスター会場】光琳１・ラウンジ

【ハンズオンセミナー】月・末広・紅梅・扇・宝・錦の間

【懇親会場】山楽の間

【学会本部】雪の間

事務局 大阪大学皮膚・毛髪再生医学（アデランス）寄附講座

事務局長　　乾　　重樹

実行委員長　中島　武之

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘2-2，G2

TEL（06）-6879-3960 FAX（06）-6879-3962

e-mail http//www.r-derma.med.osaka-u.ac.jp/bihifu26/mail.html

［学会ウェブサイト］http://www.r-derma.med.osaka-u.ac.jp/bihifu26/

［学会携帯サイト］http://www.r-derma.med.osaka-u.ac.jp/bihifu26/k/
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お知らせ

１．受付開始時間：

８月30日（土）午前８：00から（開場　午前８：00から）

８月31日（日）午前７：30から（開場　午前７：30から）

２．登録カード：必要事項を記入して提出してください。

３．参加費：事前受付　10,000円／会員（懇親会費を含む）

当日受付　12,000円／会員（懇親会費を含む）

当日受付　15,000円／非会員（懇親会費を含む）

４．プログラム抄録集は本誌をご持参ください。

当日お求めになる場合には，総合受付にて2,000円で販売いたします。

５．名札に氏名・所属をご記入の上，学会会場，懇親会場で必ずご着用ください。

６．懇親会：学術大会第１日目終了後（８月30日　午後19：00より）

懇親会場は「山楽の間」です。

７．入会申込：未入会の方には，総合受付にて入会申込書をお渡しいたします。

８．クローク：受付開始より学会終了時まで２階ホテルクロークを開設いたします。

９．禁煙：会場内はすべて禁煙となっております。

座長へのお願い

１．開始のアナウンスはありませんので，定刻になりましたら自主的に始めてください。

２．学会が定刻どおり進行するように，ご協力ください。

場内での撮影（デジカメも含む），録音などは原則として禁止します。
必要な場合は学術大会会頭の許可を得てください。
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講演者へのお願い

１．講演時間

講演時間は，座長から依頼された時間内に終了してください。

討議時間を確保するため，また，円滑な進行のためにも講演時間を厳守してください。

２．発表形式

（１）Microsoft PowerPoint 2003によるPCプレゼンテーションに限定いたします。

（２）映写は一面です。

（３）ご発表の60分前までに，PC発表用のデータをPC受付（学会時に場所を掲示します）

までお持ちください。スタッフが対応いたします。

※USBメモリに発表データのみ保存の上，お持ちください（念のためにCD-Rもお持ち

ください）。

その他のメディアでお持ちいただいても対応できませんので，ご注意ください。

３．PCプレゼンテーションについて

（１）講演会場には液晶プロジェクターを準備いたします。35mmスライドでの発表はできま

せんのでご注意ください。なお，どうしてもお困りの先生は事前にご相談ください。

（２）講演会場および受付には，Windows XPのPCを用意しております。

（３）プレゼンテーションソフトはWindows Microsoft PowerPoint 2003を用意しております。

（４）PC受付にて必ず内容等の最終確認を行ってください。

発表終了後，お預かりしたデータは事務局にて責任を持って消去いたします。

※CD-Rは，メーカーによっては反射層が弱く読み込めない場合や，書き込み方法によ

っても読み込めない場合があります。作成に使用されたパソコン以外でのチェックをし

てください。また，バックアップメディアをお持ち込みになることをお勧めいたします。

（５）発表データに動画が含まれる場合，利用できる動画はWindows Media（WMV）形式の

みです。音声の再生はできません。データをお持ちいただくときに，必ずPowerPoint

のデータと動画フィルムを同じフォルダ内に保存してください。

動画を使ったご発表の場合，PC本体をお持ちいただくことを推奨いたします。

（６）発表の際は，演台に設置しておりますマウスとテンキーを使用して，演者ご本人より操

作してください。

（７）PC本体のお持ち込みも可能ですが，外部モニター接続端子（D-sub 15ピン）をご確認

の上，コネクタを必要とする場合は必ずご持参ください。またACアダプターを忘れな

いでください。

（８）Macintosh，Windows Vista，PowerPoint 2007は講演会場に用意しておりません。

Macintosh，Windows Vista，PowerPoint 2007で発表される方は，ご自身のPC本体を

持ち込んでください。

（９）音声等の再生はできません。

（10）お持ち込みのメディアのウイルスチェックをお済ませの上，お持ちください。



ポスター演題演者の方へのお願い

１．掲　示

８月30日（土）８：30～12：00までに指定の場所に貼付してください。

２日間貼付してください。

２．討論時間

平成20年８月30日（土）17：00～17：30 奇数演題

17：30～18：00 偶数演題

自由討論とします。演者の方は発表演題の前で待機願います。

３．ポスター賞

平成20年８月31日（日）15：05から，ポスター賞の発表と表彰を行います。学会携帯サイト

では，８月31日（日）13：00よりポスター賞の発表を行います。

４．撤　去

平成20年８月31日（日）13：35～15：15

５．展示方法

展示用パネルの規格は次のとおりです。演題番号は事務局で用意しますが，演題名，所属，

氏名表示は各自ご用意ください。貼付に必要な備品は当日，会場に準備します。

129

Aesthetic Dermatology Vol.18，2008

演題
番号

演題名
発表者氏名・所属

90cm

210cm190cm

20cm

20cm

学会携帯サイトQRコード
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第26回日本美容皮膚科学会総会・学術大会　日程表
８月30日（土）

第１会場（３階）
光琳の間（２・３）

  第２会場（３階）
ロイヤルホール

開会の辞

開場・登録受付開始
  9:00

  9:10

10:20

12:00

13:00
13:10

13:40

14:40

16:00

17:00

18:00

18:20

18:50

19:00

  8:00

教育講演「皮膚のバイオロジー」
 座長：橋本　　隆（久留米大）
１.「角層を知る」 山西　清文（兵庫医大）
２.「メラノサイトを知る」 船坂　陽子（神戸大）　

ミニレクチャー「エキスパートに学ぶ」
 座長：川島　　眞（東京女子医大）　
 松永佳世子（藤田保健衛生大）
１．「美白剤の研究開発の進歩」
　　　　　　　　　　　　　前田　憲寿（東京工科大応用生物学部）
２．「トレチノイン外用療法のHow-to」　
　　　　　　　　　　　　　吉村浩太郎（東京大）　
３．「ケミカルピーリングのEBM」　
　　　　　　　　　　　　　山本　有紀（和歌山医大）　
４．「ケミカルピーリングの応用」
　　　　　　　　　　　　　上田　説子（上田説子クリニック）

ランチョンセミナー１
 座長：高田　章好（大阪大・美容医療学）
「Hyaluronic Acid（HA）for Facial Rejuvenation, Refinements and 
　new Trends」
 Andre Hermann（Moinhos de Vento Hospital）（同時通訳）
 （Mentor Corporation, PRSS. Japan）

休憩・ポスター・企業展示閲覧
教育講演・会頭講演「皮膚のバイオロジー」 
 座長：伊藤　雅章（新潟大）
３．「皮膚付属器を知る」 板見　　智（大阪大）

スポンサードシンポジウム1「ヘアバイオロジー」
 座長：荒瀬　誠治（徳島大）　　　　
 宮崎　孝夫（宮崎クリニック）
「AGAの内科的療法について－AGA診療実態調査から分かったこと－」
 荒瀬　誠治（徳島大）　 
「自毛植毛の応用とAGAへの適応指針」 倉田荘太郎（くらた医院）
 （万有製薬）

レーザーセミナー「レーザーの基本と応用」
 座長：川名　誠司（日本医大），須賀　　康（順天堂大浦安）
１．キーノートレクチャー
　　「美容皮フ科領域におけるレーザー治療の現状と将来の展望」
 衣笠　哲雄（きぬがさクリニック）
２．スポンサードレクチャー
　　「シミの治療におけるＱスイッチルビーレーザーの有用性」
 葛西健一郎（葛西形成外科）
　　「美容皮膚医療における炭酸ガスレーザーの有用性」
 吉村浩太郎（東京大）
 （スポンサードレクチャー共催：ニーク）

特別講演１
 座長：古川　福実（和歌山医大）
「アンチエイジング医療としてのDHEA（dehydroepiandrosterone）
　の可能性」
 柳瀬　敏彦（九州大・病態制御内科）

ランチョンセミナー２
 座長：伊藤　正俊（東邦大）
「抗菌剤からみたニキビ治療：ロキシスロマイシンのメリット」
 戸倉　新樹（産業医大）
 （サノフィ・アベンティス）

スポンサードシンポジウム２ 
 座長：尾見　徳弥（クイーンズスクエアメディカルセンター）
 師井洋一（九州大）　　　　　　　　　　　　　　　　
「Qスイッチルビーおよびヤグレーザーを使用したAging Complex 
　Pigmentation（ACP）の治療：低出力Toningと高出力Pointing」
 山下　理絵（湘南鎌倉）
「美容皮膚科におけるスキンリジュビネーション ― IPL（光）と
　RF（高周波）を組み合わせた治療の有用性 ―」　
 古村　南夫（島根大）
 （ジェイメック）

スポンサードシンポジウム３
 座長：秋田　浩孝（藤田保健衛生大）
 大日　輝記（久留米大）　　　
「コラーゲン注入剤によるシワなどの治療」
 征矢野進一（神田美容外科形成外科医院）
「シワ治療ならびにプチ整形における塩酸リドカイン含有ヒアルロ
　ン酸使用の実際」
 末武　信宏（さかえクリニック）　　　　
（～15：40） （ALLERGAN）

イブニングコンサート
 安奈　　淳（女優・歌手，元宝塚歌劇団花組トップスター）

懇親会（2階　山楽の間）
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第26回日本美容皮膚科学会総会・学術大会　日程表
８月30日（土）

第３会場（２階）
桂の間

ポスター会場（３階）
ラウンジ

企業展示会場（３階）
ラウンジ・光琳の間（１）

懇親会（2階　山楽の間）

ポスター掲示 企業展示

12:00

13:00

  9:00

17:00

18:20

19:00

ランチョンセミナー３　
 座長：大井　綱郎（東京医大）
「プラズマ スキン リジュビネーション－4th generation resurfacing－」
 河野　太郎（東京女子医大）
 （東洋メディック）

ポスターディスカッション
17：00～17：30　奇数演題
17：30～18：00　偶数演題

  参加者と展示企業との
  交流タイム

（チーズ・アンド・ワイン）
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第１会場（３階）
光琳の間（２・３）

  第２会場（３階）
ロイヤルホール

第26回日本美容皮膚科学会総会・学術大会　日程表
８月31日（日）

  8:20

  9:20

10:00

11:00

12:00

12:30

13:30
13:35

15:05
15:15

15:30

18:00

  7:30 会場・登録受付開始

総　会

モーニングセミナー１「美容皮膚科への第一歩：ざ瘡を征服する」
 座長：川島　　眞　（東京女子医大）
「面皰に対する 治療とスキンケア」
 林　　伸和（東京女子医大）
 （ロート）

教育講演
 座長：古江　増隆（九州大）　
「美容医療の問題点と将来展望」　
 矢野　健二（大阪大・美容医療学）

スポンサードシンポジウム４　
 座長：漆畑　　修（東邦大）　　　　
 乃木田俊辰（新宿南口皮膚科）
「 Xeoの使用経験－ロングパルスNd:YAGレーザーGenesisTM
　を中心に－」 秋田　浩孝（藤田保健衛生大）
「タイタンの作用機序の臨床的，組織学的検討：作用発現に
　コラーゲン変性は必要か？」
 亀山孝一郎（青山ヒフ科クリニック）
 （キュテラ）

特別講演２　
 座長：板見　　智（大阪大）
「女性ホルモンの作用機構とホルモン補充療法」
　　井上　　聡（東京大・抗加齢医学・埼玉医科大ゲノム医学研究
　　　　　　　　センター遺伝子情報制御部門）

ランチョンセミナー４  
「色素沈着治療の新しい可能性－リノール酸美白剤について－」
 座長：古江　増隆（九州大）
「炎症後色素沈着について（総論）」 古江　増隆（九州大）
「リノール酸美白剤の可能性について」　　 瓜生　美樹（九州大）
 （サンスター）

休憩・ポスター・企業展示閲覧
シンポジウム「混合診療をめぐって」
 オーガナイザー：田代　博嗣（日本医大）
１．「保険診療と混合診療」
 長谷川正志（豊橋創造大学短期大学部）　　　　　　　
２．「日本の健康保険制度と混合診療」
 真野　俊樹（多摩大学医療リスクマネジメント研究所）
３．「これからの混合診療を探る」
 田代　博嗣（日本医大）　　　　　　　　　　　　　　
４．パネルディスカッション　
　　　　　　田代　博嗣（日本医大），
　　　　　　長谷川正志（豊橋創造大学短期大学部），
　　　　　　真野　俊樹（多摩大学医療リスクマネジメント研究所），
　　　　　　古江　増隆（九州大），飯島　正文（昭和大），
　　　　　　漆畑　　修（東邦大）

モーニングセミナー２
 座長：武藤　正彦（山口大）
「JetPeel（ジェットピール）－3によるSkin Rejuvenation
　－最新のピーリング法およびノーニードルメソセラピー
　の臨床経験とそのテクニック－」
 牧野　良彦（まりもクリニック）
 （FORCLINIC）

スポンサードシンポジウム５
 座長：山田　秀和（近畿大奈良）
「自己白血球含有多血小板血漿（W-PRP）によるシワ・タルミ治療」
 川添　　剛（吉川病院）
  （ジェイヒューイット）

ランチョンセミナー５
「レーザー治療における患者さまのQOL向上をめざして」
 座長：宇津木龍一（クリニック宇津木流），
 山本　有紀（和歌山医大）　　　  　
「肌のアンチエイジング治療に重要な要素－治すために隠す工夫－」
 根岸　　圭（東京女子医大青山女性医療研究所美容医療科）
「治すために隠す工夫の実際－何を使うか，どう使うかの検証」
 服部　英子（南青山スキンナビクリニック）　　　　　　　
 （資生堂・岩城製薬）

美容皮膚科・レーザー指導専門医研修会

ポスター賞表彰・閉会の辞 伊藤　雅章（新潟大）
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第26回日本美容皮膚科学会総会・学術大会　日程表
８月31日（日）

第３会場（２階）
桂の間

ポスター会場（３階）
ラウンジ

企業展示会場（３階）
ラウンジ・光琳の間（１）

ポスター掲示 企業展示

ポスター撤去

企業展示撤去

10:00

  8:00

11:00

12:30

13:30
13:35

15:05

15:30

スポンサードシンポジウム６　
 座長：松永佳世子（藤田保健衛生大）
「最新のエレクトロポレーションのデバイスを使った臨床結果
　について」　 河合　敬一（河合敬一皮膚科医院）
「エレクトロポレーションの美容皮膚科学への応用」　
　　市橋　正光（同志社大学エイジング・アンド・フォトエイジング
　　　　　　　　リサーチセンター，サンクリニック）　
 （セレーネ）

ランチョンセミナー６　
 座長：船坂　陽子（神戸大）
「Long term histological evaluation of topical retinyl palmitate
（a cosmetic retinoid）for restoring and maintaining healthy skin 
　and assisting in natural vitamin D production.」
 Desmond  Fernandes （University of Cape Town）
　　　　　　  　（同時通訳） （プロティア・ジャパン）
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第26回日本美容皮膚科学会総会・学術大会　スケジュール

８月30日（土）

8：00 開　場

第１会場　　３階　光琳の間（２・３）

9：00～ 9：10 開会の辞

9：10～10：20 教育講演「皮膚のバイオロジー」

座長：橋本　　隆（久留米大）

１．角層を知る 山西　清文（兵庫医大）

２．メラノサイトを知る 船坂　陽子（神戸大）

10：20～12：00 ミニレクチャー「エキスパートに学ぶ」

座長：川島　　眞（東京女子医大）

松永佳世子（藤田保健衛生大）

１．美白剤の研究開発の進歩 前田　憲寿（東京工科大応用生物学部）

２．トレチノイン外用療法のHow-to 吉村浩太郎（東京大）

３．ケミカルピーリングのEBM 山本　有紀（和歌山医大）

４．ケミカルピーリングの応用 上田　説子（上田説子クリニック）

12：00～13：00 ランチョンセミナー１

座長：高田　章好（大阪大　美容医療学）

〈共催：Mentor Corporation, PRSS.Japan〉

Hyaluronic Acid（HA）for Facial Rejuvenation, Refinements and new 

Trends Andre Hermann（ブラジル）（同時通訳）

13：10～13：40 教育講演・会頭講演「皮膚のバイオロジー」

座長：伊藤　雅章（新潟大）

３．皮膚付属器を知る 板見　　智（大阪大）

13：40～14：40 スポンサードシンポジウム１ 「ヘアバイオロジー」

座長：荒瀬　誠治（徳島大）

宮崎　孝夫（宮崎クリニック）

〈共催：万有製薬〉

１．AGAの内科的療法について－AGA診療実態調査から分かったこと－

荒瀬　誠治（徳島大）

２．自毛植毛の応用とAGAへの適応指針 倉田荘太郎（くらた医院）
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14：40～16：00 レーザーセミナー　「レーザーの基本と応用」

座長：川名　誠司（日本医大）

須賀　　康（順天堂大浦安）

〈スポンサードレクチャー共催：ニーク〉

１．キーノートレクチャー

「美容皮フ科領域におけるレーザー治療の現状と将来の展望」

衣笠　哲雄（きぬがさクリニック）

２．スポンサードレクチャー

「シミの治療におけるＱスイッチルビーレーザーの有用性」

葛西健一郎（葛西形成外科）

３．スポンサードレクチャー

「美容皮膚医療における炭酸ガスレーザーの有用性」

吉村浩太郎（東京大）

16：00～17：00 特別講演１

座長：古川　福実（和歌山医大）

アンチエイジング医療としてのDHEA（dehydroepiandrosterone）の可能性

柳瀬　敏彦

九州大学大学院医学研究院病態制御内科准教授

第２会場　３階　ロイヤルホール

12：00～13：10 ランチョンセミナー２

座長：伊藤　正俊（東邦大）

〈共催：サノフィ・アベンティス〉

抗菌剤からみたニキビ治療：ロキシスロマイシンのメリット

戸倉　新樹（産業医大）

13：40～14：40 スポンサードシンポジウム２

座長：尾見　徳弥（クイーンズスクエアメディカルセンター）

師井　洋一（九州大）

〈共催：ジェイメック〉

１．Qスイッチルビーおよびヤグレーザーを使用したAging Complex 

Pigmentation（ACP）の治療：低出力Toningと高出力Pointing

山下　理絵（湘南鎌倉）

２．美容皮膚科におけるスキンリジュビネーション

－IPL（光）とRF（高周波）を組み合わせた治療の有用性－

古村　南夫（島根大）



14：40～15：40 スポンサードシンポジウム３

座長：秋田　浩孝（藤田保健衛生大）

大日　輝記（久留米大）

〈共催：ALLERGAN〉

１．コラーゲン注入剤によるシワなどの治療

征矢野　進一（神田美容外科形成外科医院）

２．シワ治療ならびにプチ整形における塩酸リドカイン含有ヒアルロン

酸使用の実際 末武　信宏（さかえクリニック）

18：20～18：50 イブニングコンサート

安奈　　淳

女優・歌手，元宝塚歌劇団花組トップスター

第３会場　２階　桂の間

12：00～13：00 ランチョンセミナー３

座長：大井　綱郎（東京医大）

〈共催：東洋メディック〉

プラズマ スキン リジュビネーション－4th generation resurfacing－

河野　太郎（東京女子医大）

ポスター会場　３階　ラウンジ

9：00～17：00 一般演題：ポスター展示

17：00～18：00 ポスターディスカッション

奇数演題　17：00～17：30

偶数演題　17：30～18：00

企業展示会場　３階　光琳の間（１），３階　ラウンジ

9：00～18：20 企業展示

ハンズオンセミナー会場　６階　末広・扇・宝・紅梅・錦の間，３階　月の間

9：00～18：20 ハンズオンセミナー

第26回日本美容皮膚科学会総会・学術大会：スケジュール
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８月31日（日）

7：30 開　場

第１会場　３階　光琳の間（２・３）

8：20～9：20 モーニングセミナー1「美容皮膚科への第一歩：ざ瘡を征服する」

座長：川島　　眞（東京女子医大）

〈共催：ロート製薬〉

面皰に対する治療とスキンケア

林　　伸和（東京女子医大）

9：20～10：00 教育講演

座長：古江　増隆（九州大）

美容医療の問題点と将来展望

矢野　健二（大阪大　美容医療学）

10：00～11：00 スポンサードシンポジウム４

座長：漆畑　　修（東邦大）

乃木田俊辰（新宿南口皮膚科）

〈共催：キュテラ〉

１．Xeoの使用経験－ロングパルスNd：YAGレーザーGenesisTMを

中心に－ 秋田　浩孝（藤田保健衛生大）

２．タイタンの作用機序の臨床的、組織学的検討：作用発現にコラーゲン

変性は必要か？ 亀山孝一郎（青山ヒフ科クリニック）

11：00～12：00 特別講演２

座長：板見　　智（大阪大）

女性ホルモンの作用機構とホルモン補充療法

井上　　聡

東京大学大学院医学系研究科抗加齢医学講座　特任教授

埼玉医科大学ゲノム医学研究センター遺伝子情報制御部門 部門長・

客員教授

12：00～12：30 総　会
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12：30～13：30 ランチョンセミナー４

「色素沈着治療の新しい可能性－リノール酸美白剤について－」

座長：古江　増隆（九州大）

〈共催：サンスター〉

１．炎症後色素沈着について（総論） 古江　増隆（九州大）

２．リノール酸美白剤の可能性について 瓜生　美樹（九州大）

13：35～15：05 シンポジウム　「混合診療をめぐって」

オーガナイザー：田代　博嗣（日本医大）

１．「保険診療と混合診療」 長谷川正志（豊橋創造大学短期大学部）

２．「日本の健康保険制度と混合診療」

真野　俊樹（多摩大学医療リスクマネジメント研究所）

３．「これからの混合診療を探る」 田代　博嗣（日本医大）

４．パネルディスカッション

田代　博嗣（日本医大），長谷川正志（豊橋創造大学短期大学部），

真野　俊樹（多摩大学医療リスクマネジメント研究所），

古江　増隆（九州大），飯島　正文（昭和大），漆畑　　修（東邦大）

15：05～15：15 ポスター賞表彰・閉会の辞

伊藤　雅章（新潟大）

第２会場　３階　ロイヤルホール

8：20～ 9：20 モーニングセミナー２

座長：武藤　正彦（山口大）

〈共催：FORCLINIC〉

JetPeel（ジェットピール）－3によるSkin Rejuvenation－最新のピーリン

グ法およびノーニードルメソセラピーの臨床経験とそのテクニック－

牧野　良彦（まりもクリニック）

10：00～11：00 スポンサードシンポジウム５

座長：山田　秀和（近畿大奈良）

〈共催：ジェイヒューイット〉

自己白血球含有多血小板血漿（W-PRP）によるシワ・タルミ治療

川添　　剛（吉川病院）

12：30～13：30 ランチョンセミナー５　

「レーザー治療における患者さまのQOL向上をめざして」

座長：宇津木龍一（クリニック宇津木流）

山本　有紀（和歌山医大）

〈共催：資生堂・岩城製薬〉



１．肌のアンチエイジング治療に重要な要素－「治すために隠す工夫」－

根岸　　圭（東京女子医大青山女性医療研究所美容医療科）

２．“治すために隠す工夫”の実際－何を使うか，どう使うかの検証－

服部　英子（南青山スキンナビクリニック）

第３会場　２階　桂の間

10：00～11：00 スポンサードシンポジウム６

座長：松永佳世子（藤田保健衛生大）

〈共催：セレーネ〉

１．最新のエレクトロポレーションのデバイスを使った臨床結果について

河合　敬一（河合敬一皮膚科医院）

２．エレクトロポレーションの美容皮膚科学への応用

市橋　正光（同志社大学エイジング・アンド・フォトエイジング

リサーチセンター，サンクリニック）

12：30～13：30 ランチョンセミナー６

座長：船坂　陽子（神戸大）

〈共催：プロティア・ジャパン〉

Long term histological evaluation of topical retinyl palmitate（a cosmetic 

retinoid）for restoring and maintaining healthy skin and assisting in 

natural vitamin D production

Desmond Fernandes（University of Cape Town）

（同時通訳）

ポスター会場　３階　ラウンジ

8：00～13：30 一般演題：ポスター展示

企業展示会場　３階　光琳の間（１），ラウンジ

8：00～15：05 企業展示

ハンズオンセミナー会場　６階　末広・扇・宝・紅梅・錦の間，３階　月の間

8：00～15：05 ハンズオンセミナー
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第26回日本美容皮膚科学会総会・学術大会：企業展示・ポスター会場
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８月30日（土）9：00～18：20

８月31日（日）8：00～15：05

光琳１・ラウンジ会　場

日　時
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出展企業

１　マルホ（株） 36 持田ヘルスケア（株）
２　ALLERGAN 37 （株）日本ブライダルセンター
３　メトラス（株） 38 （株）アブソルート
４ （株）エステラジャパン 39 （株）コスメディコ
５　MTコスメティクス（株） 40 花王（株）
６ （株）ニーク 41 （株）ジェイメック
７　ロート製薬（株） 42 常盤薬品工業（株）
８　キャンデラ（株） 43 （株）エルマン－ジャパン
９ （株）メディカルユーアンドエイ 44 （株）セレーネメディカル
10 日本ロレアル（株） 45 メディカルトリニティ（株）
11 （株）資生堂 46 （株）イデア
12 （株）ケイセイ 47 （株）メイフラワー
13 サンスター（株） 48 （株）サンソリット
14 （株）メディカランド 49 日本コルマー（株）
15 （株）カキヌマメディカル 50 カデリウス（株）
16 （株）東京義髪整形 51 （株）エスト・コミュ
17 （株）高研 52 （有）アサヒバイオメッド
18 （株）アイ・ティー・オー 53 ETGジャパン（株）
19 （株）インテグラル 54 （株）エム・アンド・エム
20 （株）ベリタス 55 （株）ディーピーシー
21 （株）メディケード 56 （株）MEDSTAR
22 グラファラボラトリーズ（株） 57 （株）日本ルミナス
23 （株）プロティアジャパン 58 （有）エム・アール・アイ
24 キュテラ（株） 59 （株）ニデック
25 （株）おんでこ 60 （株）メルシー
26 （株）コンテス 61 （株）ディーエィチシー
27 MENTOR Corporation 62 東洋メディック（株）
28 PRSS. Japan（株） 63 メディトップ
29 サイノシュアー（株） 64 （株）VIPグローバル
30 アクセーヌ（株） 65 （株）ヤマト
31 （株）マーケットスタイル 66 大塚製薬（株）
32 （株）インフォワード 67 ルートロニックジャパン（株）
33 メディア・ラボ（株） 68 リンテック（株）
34 ジョンソン・エンド・ジョンソン（株） 69 （株）メディカル・ハイネット
35 （株）FORCLINIC
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８月30日（土）9：00～18：20

８月31日（日）8：00～15：05

月・末広・紅梅・扇・宝・錦の間会　場

日　時



ハンズオンセミナーご案内

エム・アンド・エム（３階　月の間，６階　錦の間）

予防医学，再生医療，非侵襲治療と医療，美容を取り巻く環境は日々増進しております。

弊社も皆様のご期待に沿うべく新製品を取揃えお待ちしております。

■展示品

・コスメティック：VCIP・APPF・Q10・セラミド配合各種化粧品，アミノ酸ピーリング

・超音波イオン導入：スキンスクライバー

・光治療器：メディラックスプラス

・光線力学治療：セラビーム

・フラクショナルレーザー

・肌画像診断器

・今学会初展示最新機器！！

患者様，医療関係者の方々への心の満足度と医療と美容への追及を今後も取り組んでいき情

報提供してまいります。この機会に是非ともお立ち寄りいただき，診療にお役立ていただき

たいと思っております。

キュテラ（６階　末広の間）

CUTERA Inc.（キュテラ インク）は美容医療用レーザー機器の開発，販売で，米国内におい

て多くの先生方にご支持をいただいております。また近年，日本におきましても，近赤外線

を用いた痛みの少ない，しわたるみ治療器「タイタン」，開発段階より日本人医師が監修に参

加，日本人の様々な肌の悩みに最適かつ最善の答えを導きだす，新次元の光治療「ライムラ

イト，アキュティップ」が，大変好評をいただいております。この度，最新機種　一歩進ん

だ素肌の再生　サーマルピーリング「Pearl（パール）」を始め，Cutera Inc.製品の「デモンス

トレーションルーム」を設けさせていただきます。是非この機会に商品をご覧いただき，先

生方の日々のご診療のお役にたてる情報をご提供できればと存じます。ご多忙の折とは存じ

ますが万障繰り合わせの上，ご来場賜りますようご案内申し上げます。

ジェイメック（６階　扇の間）

近年，美容皮膚科領域でのアンチエイジング治療において重要視されている「患者満足度」

の向上に重点をおいた治療を行う上で，より高度化するレーザーや最新美容機器の導入もさ

ることながら，症状に合わせた治療の工夫やテクニックなども重要な要素の一つだといえま

す。

本ハンズオンセミナーでは，美容医療の第一線で活躍する先生方を講師陣に迎え，レーザー

治療の手順やテクニックに加え直後の皮膚反応など，スライドや講義ではわかりにくい部分

を直接見ていただくことで，さらに理解を深めていただきます。

最新情報の共有の場としてだけでなく，より実践的かつ有用な情報を得る場として，ぜひ本

ハンズオンセミナーをご活用ください。
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ビタミンＣ60バイオリサーチ株式会社（６階　宝の間）

フラーレンの新製品，新機能，新用途

～Radical ControlTM with Fullerene for your Life～

世界初のスキンケア用水溶性フラーレン（Radical Sponge®）を販売して３年，これまでに国

内外300以上の化粧品アイテム，600以上のクリニックのドクターズコスメにおいて機能性成

分として採用されてきました。今回はRadical Sponge®に続く新しいフラーレン原料を発表い

たします。フラーレンは優れたラジカル消去能を有し，紫外線，過酸化脂質などに起因する

肌表面のラジカルを消去し美白効果やアンチエイジング効果をもたらします。会場にて，新

製品，新用途，新機能や安全性に係る研究成果，製品例をご案内いたします。化粧品の付加

価値を高めたい方，必見です。

アイ・ティー・オー，富士産業，DSM（６階　紅梅の間）

「ドクターコスメとサプリ原料の展示」

ドクターコスメやサプリメントに関する注目の化粧品原料を展示ご説明いたします。1,000個

以下のOEM製造委託，ラベル張替え，完成化粧品のご相談も承ります。ビデオ説明会を常時

開催しておりますのでどうぞお立ち寄りください。取り扱い品目：話題のグロスファクター

原料，男女兼用育毛剤，ペプチド，ミネラル原料，ビタミン誘導体，アミノ酸誘導体，低刺

激保湿剤，天然乳化剤，ピーリング剤，美白剤，シワ取り剤，洗浄剤，オーガニック原料，

ナノカプセル製剤，マイナスイオンカプセル製剤，化粧品製造委託（OEM），マスクシート，

健康食品，ドリンク，容器各種，製造装置，混合装置等。無い原料はお調べします。

第26回日本美容皮膚科学会総会・学術大会：ハンズオンセミナーご案内

144



イブニングコンサート

安奈　　淳

女優・歌手，元宝塚歌劇団花組トップスター

<プロフィール>

梅花学園中学校卒業後，宝塚音楽学校に入学。昭和40年宝塚歌劇団初舞台。昭和50年花組トッ

プスターになると同時に「ベルサイユのばら」オスカル役で，宝塚黄金時代を築く。昭和53年

「風と共に去りぬ」を最後に退団。その後，東宝演劇部に所属，舞台・テレビに活躍の場を広げる。

闘病復帰後も舞台・コンサート・ディナーショー等で活躍。現在はシャンソンに力を入れる。

東京在住。
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